
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 埼玉県では、子どもたちに変化の激しい流動的な社会

を力強く生きていくために必要な資質や能力である「生

きる力」を身に付けさせるために、「生きること」「学ぶ

こと」「働くこと」を大切にするキャリア教育を推進し

ます。 
キャリア教育は、学校に限らず家庭や地域でも推進す

ることが大切です。このテキストは、学校を中心として

家庭や地域が一体となり、キャリア教育を推進するため

に作成したものです。 



- 1 -

キャリア教育は「児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てる教育」と定義されていますが、さら
に広い視野に立つと「生きること」「学ぶこと」「働くこと」を大切にする教育であると埼玉県では捉
えました。それぞれ、児童生徒に次のようなはたらきかけをします。この３つの柱は、「キャリア教育
の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書～児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てるために～（平

成 16 年１月 文部科学省）」で取り上げられた「学習プログラムの枠組み(例)（国立教育政策研究所生徒指導研

究センター）」に示された４能力領域の構造等を分析することで導き出したものです。

○身体的な成長に合わせ、精 ○日常生活の中での学びの場 ○役割を果たすことで 自己理
神的、社会的自立をバラン を通し、確かな学びを実現 解や他者理解を促進します。
スよく促進します。 します。 ○係活動などの役割や社会生

○多くの人と積極的に関わる ○地域の人材を活用し、多彩 活における仕事に積極的に
ことで、社会的関心を高め な学ぶ機会を創出し、学ぶ 取り組む姿勢が身に付きま
ていきます。 意欲を育成します。 す。

○たくさんの人と出会い、多 ○学びと生き方を結び付けた ○職業人との交流の機会を通
くの人と仲良くできる力を 学習を盛り込み、授業の活 して働くことの意義を学び
付けます。 性化を実現します。 ます。

○キャリア・カウンセリング ○学校生活への不適応を軽減 ○職場体験などの体験活動を
を用い、日常生活への適応 し、学ぶ態勢づくりを整え 通して、学校生活から社会
や精神的な安定を確保しま ます。 生活への移行を円滑にしま
す。 ○学校の学習と社会とを関連 す。

○問題行動などの破壊的なエ 付けることで、将来を見通 ○勤労観、職業観を育成する
ネルギーを創造的なエネル した学習を実現します。 ことで、職業人、社会人と
ギーに転換します。 ○生涯にわたって学び続ける しての基本的資質・能力が

○校種間の滑らかな接続を促 重要性を知る機会を与えて 向上し、ニートやフリータ
し、不適応を軽減します。 いきます。 ーの減少につながります。

３つの柱は、勤労観、職業観の二層構造や、４能力領域の構造の考え方に支えられています

 

生きること 学 ぶこと 働 くこと

 

情報活用能力 将来設計能力

人間関係形成能力

勤労観、職業観の二層構造
勤労観が基盤になって職業観が成立する

と考えますと、中学校における職場体験な

どの成否は、小学校からの清掃や給食、飼

育栽培や美化活動への関わりが重要になり

ます。

４能力領域の構造
４能力領域は人間関係形成能力が基盤に

なり、情報活用能力や将来設計能力は活動

の豊かな展開により形成され、最終的に意

思決定能力が身に付く構造をなしていると

考えられます。

意思決定能力
職 業 観 

職業についての理解や考え方と職業に就こうとす

る態度、および職業をとおして果たす役割の意味や

その内容についての考え方（価値観） 

 勤 労 観 

日常生活の中での役割の理解や考え方と役割を果た

そうとする態度、および役割を果たす意味やその内容

についての考え方（価値観） 
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（１）小学校でのキャリア教育の意義・必要性
小学校でキャリア教育を実施することには二つの意義があります。一つ目は、小学校で初めて「進路」

にかかる内容を直接扱う教育が始まり、それが、中学校、高等学校を通じて12年間の段階的、系統的な

つながりを見せるということです。二つ目は、勤労観の形成は主に小学校で行われるということです。

清掃、給食、係活動といった役割活動の中で勤労観は形成され、その後の職業観の形成を大きく左右す

るということです。これらの点で小学校キャリア教育の必要性は高いということができます。

（２）中学校でのキャリア教育の意義・必要性

中学校での進路指導の取組はキャリア教育の中核とされています。進路指導において、キャリア教育

の４能力領域の考え方により、全教育活動にわたる多彩な活動の展開が期待できます。また、６年間の

小学校のキャリア教育に中学校のキャリア教育を接続することで、さらに多くの人材の活用や、家庭や

地域との連携の輪が広がるなど、キャリア教育の導入は、進路指導の活動を効果的、系統的、そして多

岐にわたったものに拡充させています。

（３）ステップの流れ

学校でキャリア教育を推進していくために、次に挙げる４つのステップを示しました。

ステップ１ キャリア教育の視点で学校教育目標や目指す児童生徒像を見直す

Ð

ステップ２ キャリア教育の年間計画の企画・立案を行う

Ð

ステップ３ キャリア教育の具体的な活動計画を立て実践する（活動例等参照）

Ð

ステップ４ キャリア教育の評価を行い改善を図る

次ページ以降、小学校、中学校の例について、それぞれページの上段、下段に分けて説明していきます。

【参考】勤労観、職業観をはぐくむ「４つの能力」と身に付ける段階

４つのステップで進めるキャリア教育
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ステップ１ キャリア教育の視点で学校教育目標や目指す児童生徒像を見直します

校内におけるキャリア教育の共通理解を図るとともに、これまでの学校の教育目標、目指す児童生
徒像、教科・領域などの年間計画を見直します。見直しの対象はこれまで行ってきた個々の教育活動
まで含まれます。これからの実践や評価の方法も想定しながら見直しを行います。

小学校では、生き方や進路に関する基礎的な能力や態度を育成していきます

☆育成する児童像（目指す児童像）の例
低 学 年 中 学 年 高 学 年

◎学校や家庭の中での自分の役割に ◎学校や家庭の中での自分の役割をや ◎自分に自信をもち、将来の夢の
興味をもつ。 りきることに責任をもつことができ イメージをつくることができる。

る。 ◎働くことの大切さや苦労や喜びが
◎身近な地域に様々な仕事があること わかる。
がわかる。

☆４つの能力と活動例
学校生活への適応 友達との助け合い 縦割り活動

人間関係 元気な挨拶や返事 学級遊び 児童会活動
形成能力 学級遊び 自己紹介・班活動 ６年生を送る会

お店屋さんごっこ 中学校への移行支援

情報 家の手伝い 調べ学習 社会科調べ学習
活用能力 係や当番の仕事 仕事の大切さ 地域の人との交流

町探検 体験的学習 体験的学習

将来 自分のめあてづくり 自己目標づくり 自己目標づくり
設計能力 自己紹介「わたしのすきなこと」 役割分担 旅行などの計画づくり

生き物・植物の世話 将来の夢や希望 「将来の夢」づくり

意思 学級の係決め 話合い活動 学級会（話合い活動）
決定能力 調べたことの発表 係活動 奉仕活動

学習の振り返り 学習の振り返り 学習の振り返り

中学校では、体験を通して社会と関わり、将来を考えた中学卒業後の進路を選択させていきます

☆育成する生徒像（目指す生徒像）の例
１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年

◎自分のよさや得意分野を理解する ◎働く喜びや厳しさを体験し、感じる ◎就職や進学する意味を考えること

ことができる。 ことができる。 ができる。

◎将来の夢や職業について、関心・ ◎職業の世界について理解を深めるこ ◎希望する進路先の情報を入手し活

意欲を高めることができる。 とができる。 用することができる。

◎他人のよさや気持ちを理解し、尊 ◎リーダーとフォロアーの立場を理解 ◎よりよい生活や学習を目指し、自

重することができる。 し、互いに支え合うことができる。 ら課題を見つけることができる。

☆４つの能力と活動例

人間関係
形成能力

情報
活用能力

将来
設計能力

意思
決定能力

・学級における班活動、グループエンカウンター
・行事における体験活動、生徒会活動や部活動など異年齢集団による活動
・ソーシャルスキルトレーニング、など

・職場訪問、職場体験、上級学校などの見学会 ・体験入学
・ふれあい講演会、職業人による講話、卒業生に聞く会
・学校図書館の利用、教科・領域における調べ学習、発表会、など

・学級における自己の役割を果たす係活動
・学習計画の立案・実行
・自分史、中学卒業後の進路計画、など

・学級における話合い活動
・特別活動におけるガイダンスの機能の充実
・選択教科の決定、教科・領域における問題解決的な学習、など
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ステップ２ キャリア教育の年間計画の企画・立案をします

年間計画の企画・立案を「学習プログラムの枠組み（例）」で示された４能力領域を用いて体系的に
行うことが大切です。そのことによって、教科や領域など広範囲にわたる活動の関連性が見えてきま
す。さらには、効率的な活動の配置が可能になると思われます。

小学校では、学校の教育活動全体を通してキャリアの発達を支援していきます

各教科

国語、算数、理科

社会等

生活科
道 徳

勤労観 総合的な学習の時間
職業観

やってみよう！

特別活動 調べてみよう！
日常生活

集団の中で、

自分の役割を
果たす

清掃、当番活動

中学校では、特に教科の学習と関連付けながらキャリアの発達を進めていきます

中学校では、進路学習の時間だけでなく、各教科の学習を通しても、自己の生き方を探求したり、将
来就きたい職業や仕事への関心・意欲を高めたりします。また、社会や産業の変化、労働者の権利・義
務についての理解を深める学習も必要です。これらの学習を通して、目指す職業や上級学校を選択する
力を身に付けていきます。
特別活動、道徳、総合的な学習の時間では、各教科の学習で学んだ成果等を様々な体験活動や話し合
い等を通して、深化・発展、統合させたり、逆に、その成果を各教科の学習に還元し反映させていくこ
とが望まれます。

中学校の技術・家庭科、社会科の公民的分野や選択教科における関連分野での学習はもとより、すべ
ての教科において、それぞれの単元や題材を分析する際に、４能力領域（「人間関係形成能力」、「情報
活用能力」、「将来設計能力」、「意思決定能力」）に示された諸能力の育成という観点から、教科の特性
を踏まえた指導方法等を検討していくことが大切です。

児童は、人や社会と関わる体験を通して、
自分自身や自分の生活を見つめ、それらを意
識的にとらえるようになります。各教科領域
の学習内容の中で、児童のキャリア発達と密
接な関わりをもつものを関連付け、指導して
いくことで、より大きな学習効果が得られる
ことが期待されます。

 
関心や意欲

相互補完的な関係

教育活動全体を通したキャリア教育で
は、「キャリアに関する学習」と「各教
科の学習」を相互補完的に作用させるこ
とで、「学ぶこと」や「生きること」、
「働くこと」における生徒の発達を促進
します。

 

各教科の学習キャリアに関する学習

主体的に学ぼうとする意欲の向上

町探検、家庭生活の理解、

仕事の分担

働くことの大切さを知り、働く生活を支えている

人々に尊敬と感謝の気持ちをもって接する

ゴミ焼却場、消防

署、警察署、工場、

農家などの見学

自分なりの学習計画づくり

・課題設定

・調べる計画

・発表方法の工夫

読む、書く、計算など

基礎基本の学力

より高い目標を立て、希望と勇気

をもってくじけないで努力する話合い

縦割り活動

係活動の工夫

友だちのよいところを見付ける

友だちと

仲良く遊ぶ
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ステップ３ 活動例等をもとに、キャリア教育の具体的な活動計画を立て実践します

活動は、４能力領域に示された能力・態度に従って展開されることが望まれますが、その結果、勤労観、職
業観という価値観が形成されます。価値基準があって初めて、児童生徒の主体的な進路の選択・決定が可能に
なります。日常の学校生活では、「生きること」「学ぶこと」「働くこと」として観察できます。

＜小学校の事例＞

「地域に学ぶ」（５年生）

○キャリア教育の視点

「係・清掃・当番活動等」（全学年） ・施設等を見学する活動を通して、働くことの
大切さや工夫、苦労、楽しさなどを学びます

○キャリア教育の視点 ・施設等を見学する活動を通して分かったこと
・働くことの大切さや苦労がわかることにつ 気づいたこと、グループで発表し合うこと
ながり、働くことの意義や役割を理解する で、 自分の想いを伝え合う力を育てます。
力を育てます。

○児童の感想
○児童の感想 ・地域に、ものすごいパン作り名人がいて驚き
・そうじの時間に、水道のところをピカピカ ました。自分もそういう技術を身に付けたい
にみがいたら、きれいになってとても気持 と思いました。
ちよくなりました。 ・友だちの発表を聞いて、自分の住んでいる地

・うさぎの世話を友だちと協力してやった 域にすごい技を持った人がたくさんいること
ら、とてもきれいになりました。うさぎも を初めて知りました。自分もいろいろなこと
喜んでくれているように見えました。 に挑戦したくなりました。

＜中学校の事例＞

人間関係づくり 家庭・学校・地域「ふれあい講演会」

よりよい人間関係をつくり、維持するための具 生徒並びに保護者の進路意識の啓発を図るため
体的な技術やコツを教えることを通して、望まし に、県内すべての公立中学校で実施されています。
い人間関係をつくる力を育てることをねらいとし 地域で活躍している方を講師に招き、働くこと
ます。 の厳しさや充実感、中学生の生き方などについて

の示唆をいただくことを目的としています。

○キャリア教育の視点 ○キャリア教育の視点
・自分の日常を振り返る活動 ・生きがいや社会とのつながりへの理解

【人間関係形成能力】 【将来設計能力】
・友人のよさを見つけたり自分のよさを見つ ・将来の進路を見つめ、考える
けてもらう活動 【人間関係形成能力】 【情報活用能力】

・よりよい集団活動のための自分の役割の理 ・講師の話から自分の生き方を考える
解 【将来設計能力】 【人間関係形成能力】

○生徒の感想 ○生徒の感想
・自分自身では思ってもいなかったが、みんな ・私も「保育士」という夢がありますが、すご
からそう見られていることを知り、びっくり く不安でした。今日、先生の話を聞いて、も
したと同時に、これからもがんばろうと思っ う一度将来のことを深く考えてみようと思い
た。 ました。少し怖いけれど、先生のおっしゃっ

・自分では「無邪気な」「人なつっこい」自分 た「失敗をすればするほど人間は成長する」
だと思っていたが、みんなから「しっかりし この言葉を胸に自分の夢に向かって努力しよ
ている」「頼りになる」と見られていること うと思いました。
を知ってびっくりした。
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ステップ４ キャリア教育の評価を行い改善を図ります

キャリア教育の評価のポイントは、児童生徒の変容や成果に対する評
価と学校の取組への評価となります。４能力領域の視点を踏まえ、多く
の人たち（自分、仲間、教員、保護者、地域の方等）が、多様な視点で
評価し、子どもたちを励まし支援していくことが大切です。

児童生徒の自己実現に向けて、
指導と評価の一体化を図りましょう（指導と評価の流れ）

「中学校を知ろう」（６学年） 学校のこれまでの取組を、キャリア教育の視点で見直そう

学級活動の時間において、中学校の先生から中学
校の様子を聞いたり、中学生から小学生へのビデオ 職場見学、職場体験、福祉体験、ボランティア活動、係･委員会活
レターで映像とともに様子を語ってもらったりする 動、班活動、道徳、特別活動、総合的な学習の時間、各教科･･･等
などして、中学校へスムーズに移行できるようにし
ます。

これまでの各学校の学習活動を、キャリア教育の視点で「子ども
にとって」「学校として」という観点で、評価し直してみましょう。

○キャリア教育の視点

新しい環境や、人間関係に適応する態度や
新しいことを始めるのではなく、今までの実践を生かしていきましょう

能力を育てます。
児童生徒の取組について 学校の取組について

○児童の感想 ・児童生徒の実態、保護者 ・学校の組織、体制、キャ
・中学に入学するのが楽しみになりました。 の考え、地域の様子等の 計 リア教育にかかわる学習

再評価 の再確認先輩たちのように中学へ行っても、勉強や

自校のキャリア教育のねらいの明確化運動にがんばります
。 ○学校教育目標

○児童生徒に獲得してもらいたい能力
・私が今、入っている部活はテニス部です。

人間関係形成能力 情報活用能力 将来設計能力 意思決定能力
○「生きること」「学ぶこと」「働くこと」への意欲

部活動見学に来たときに入りたいなと思っ

○自校の診断的評価によるキャリア発達課題の明確化 等
ていました。練習は厳しいけれど、今とて

・児童生徒のキャリア発達 ・キャリア教育の指導計画
も充実しています。

の状況の分析、評価 画 の作成（今までの自校の
・各活動に対する評価方法 実践をキャリア教育の視
の設定 点で紡ぎ直す。）

職場体験学習
多様な視点による児童生 キャリア教育充実
徒の変容の評価 のための取組実

・児童生徒の自己評価 ・特別活動・道徳における
・児童生徒同士の相互評価 キャリア教育の位置付け
・教員からの働きかけ ・総合的な学習の時間の取
・保護者からの励まし 組の工夫
・地域の方から支援 ・各教科との関連
・多様な評価方法 ・体験学習の工夫
ポートフォリオ、ワー ・家庭、地域との連携等
クシート、感想文等 践

様々な取組を多様な視点
で評価するのがポイント○キャリア教育の視点

・自分なりの価値観、勤労観、職業観をも
つ 【意思決定能力】

自分を見つめ直す評価 キャリア教育の取組につ
いての評価

・仕事を通した生きがいや責任感、自己有

・自己、相互の振り返り
評

・ポートフォリオの評価 ・各実践の計画
用感の育成 【将来設計能力】

・家庭、地域への発信 ・各実践のねらい、内容
・社会生活に必要な技能の理解と習得

・各実践の系統性や実施
【情報活用能力】

時期等価
・家庭、地域からの評価

○生徒の感想 ・学校評価

・社会とはこんなに大変だと言うことを学
んだ。疲れたけれど、とてもよい経験に

・次年度に向けての目標を
・キャリア教育年間計画の

つかむ
改 見直しなった。もっと勉強していろいろと挑戦

・自己実現に向けての意欲
・実践の精選・系統性の確していかなければならないと感じた。

・社会的自立に向けての意
認・人と触れ合って、仕事をすることの難し

識付け
・次年度のキャリア教育さいろいろな人とコミュニケーションを

善 の計画・実践とることの大変さなどが学べた。

実践→評価

ステップ３から

ステップ４へ

県内多くの中学校で実施されていますが、
中学生が、地域の中でのさまざまな社会体験
活動や多くの人々とのふれあいを通して、み
ずみずしい感性や社会性、自律心を養い、た
くましく心豊かに生きる力をはぐくむことを
ねらいとしています。



キャリア教育支援のためのサイト

◆文部科学省
文部科学省のキャリア教育に関する施策については、次のサイトにまとめられています。キャリア教

育の推進に関する国全体の取り組みのほか、具体的な中学校職場体験ガイドなども掲載されています。
（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/05010502.htm）

◆「総合的な学習の時間」応援団のページ
小中高校における「総合的な学習の時間」の活動を支えるため、行政や関係団体などさまざまな組織

が体験学習のプログラムや情報提供などのサービスを提供しています。文部科学省のホームページの中
に「総合的学習の時間応援団のページ」が設けられており、どのような機関でどんな協力が得られるか
概観することができます。
（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm）

◆教員研修センター
教員研修センターがインターネット上に公開しているサイトには「研修支援情報」というコーナーが

あります。ここに「キャリア教育研修に関する講義」情報が掲載されており、「キャリア教育を推進する
ための指導者の養成を目的とした研修」に関する講義が動画で提供されています。資料も豊富に掲載さ
れており、キャリア教育に関する充実した情報が得られます。
（http://www.nctd.go.jp/index.html）

◆埼玉県彩の国わくわくこどもページ
埼玉県の子ども向けホームページです。そのなかに「教えて！お仕事」という仕事紹介コーナーがあ

り、これから続々いろいろな職業を紹介する予定です。他に「なやんでいるときは…」のコーナーでは
悩み事がある際の相談窓口も紹介しています。
（http://www.pref.saitama.lg.jp/kodomo/top.htm）

◆職業ガイダンス支援サイト「ガイダンス・サポーター」
学校のキャリア教育やハローワークなど若者の就職支援窓口で行われる職業ガイダンスに役立つ情報

を提供することを目的として、独立行政法人「労働政策研究・研修機構」が開設しました。このサイト
では、「進路指導や職業相談に関連する調査研究や刊行物に関する情報」「関連データのワンポイント解
説」「ガイダンス・ツールの紹介」「若年者問題に関するトピックスや調査・統計、法律・制度・対策な
どの動き、イベントなどの情報」等の情報が提供されています。
（http://start.hrsys.net/）

キャリア教育支援用ツール

◇職業レディネステスト（ＶＲＴ）
６つの興味領域（現実的、研究的、芸術的、社会的、企業的、慣習的、）に対する興味の程度と自信度

をプロフィールで表示します。基礎的志向性（対情報、対人、対物）も測定します。対象者は中学生以
上で、所要時間は約１時間となっています。回答者の自分のペースで実施する紙筆検査であり、若者に
対して自己理解を深めさせ、職業選択に対する考え方を学習させる教材として有効となっています。
（http://www.jil.go.jp/institute/seika/VRT.htm）

◇職業ハンドブックＯＨＢＹ（オービィ）
現代の主要な430職業について、中高生向けにわかりやすく解説した進路学習・ガイダンスのためのツ

ールです。豊富な画像やイラストから職業の世界をやさしく学べるようになっています。また、いろい
ろな探索メニューから、興味・関心のある職業を調べられ、簡単なテストで自分の興味・能力の特性を
理解できます。ＯＨＢＹから48職業をカードにしたＯＨＢＹカードもあります。
（http://www.hrsys.net/ohby/）

◇キャリア マトリックス
厚生労働省の外郭団体である労働政策研究・研修機構が提供している総合的職業情報データベースで

す。約500種類の職業に対して「どんな職業か」「就くには」「労働条件の特徴」「職業プロフィール」な
どの充実した職業情報を提供します。また、「適職検索ナビ」を使うことで、仕事や生活に対する興味・
スキルなどから、自分に合った職業を探すことができます。自分の志向方向を理解するのと同時に詳し
い職業情報が得られる日本最大級の職業データベースになっています。
（http://cmx.vrsys.net/）

※ 本『埼玉県キャリア教育推進テキスト』は、埼玉県教育
委員会のホームページにある「義務教育指導課」のページ
からダウンロードできます。
（http://www.pref.saitama.lg.jp/A20/BP00/core.html）

発行：埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課




